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那珂西３区 梅の杜団地の方々が
避難道の確認を行いました。

令和元年東日本台風（台風19号）
　　　　　　　　　　を教訓に



社会福祉協議会重点目標　安心して暮らせる地域づくり

（２）　令和３年10月

金婚式を迎えられた皆様
おめでとうございます！
金婚式を迎えられた皆様
おめでとうございます！

　長いようで短かった５０年あっという間に過ぎ、この
間、生活や家族のこと、仕事や健康のことなど様々な
問題も、共に助け合い、励ましあって乗り越えてこら
れました。そして今日、晴れがましい人生の歴史を飾
り、これからも、なお一層健康で、互いに尊敬しあい、
信頼しあって、光り輝く人生をお送りいただけるよう
お祈りいたします。
　お二人が結婚をされた昭和４６年（１９７１年）は、こん
なことがありました。



社会福祉協議会重点目標　人がつながる地域づくり

令和３年10月　（３）

　はや５０年、その間には色々と紆余曲折はあ

りましたが、お互い助け合いながら今日まで

来る事が出来ました。感無量の気持ちで一杯

です。

成田 秀雄・敏子 夫妻（小坂）
　コロナ禍の中、金婚式を迎えられた事に感

謝です。これからも二人力を合わせ、健康に

気を付けて、孫達の成長を見守っていきたい

なと思います。

小山 栄一・よし江 夫妻（北方）

　定年後、２人で家庭菜園や温泉巡りをし、

他に蕎麦打ちを覚え、共に歩んだ５０年。大病

も無く、丈夫に産んでくれた親と、妻に感謝

です。

小田部 定夫・靜江 夫妻（下阿野沢）
　共に歩み半世紀。

　金婚式を迎えとても嬉しく幸せです。これ

からも我子、孫達と楽しく元気に、日々感謝

し過ごしていきたいです。

綿引 正美・佳代子 夫妻（下青山）

　無事、きょうの日を迎えられたのは家族や

周りの皆様のお陰と感謝の気持ちで一杯です。

今後も健康に注意して穏やかな日々を過ごし

たいです。

橋本 守・壽美子 夫妻（石塚）



社会福祉協議会重点目標　魅力あふれる地域づくり

（４）　令和３年10月

し
ろ
さ
と

千

代

橋

50

　　

初
代
千
代
橋
は
、
昭
和
６
年

11
月
、
常
陸
太
田
と
笠
間
を
繋

ぐ
県
道
61
号
線
の
旧
那
珂
町
下

江
戸
地
区
と
、
旧
桂
村
下
圷
地

区
の
間
を
流
れ
る
那
珂
川
に
架

け
ら
れ
ま
し
た
。
全
長
208
ｍ
、

幅
員
5.5
ｍ
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
は
、
当
時
、
大
変
立
派
な

も
の
で
幾
多
の
洪
水
に
も
耐
え

て
来
ま
し
た
。

　

し
か
し
昭
和
61
年
８
月
、
熱

帯
低
気
圧
と
な
っ
た
台
風
10
号

は
茨
城
県
を
縦
断
し
、
特
に
那

珂
川
流
域
で
４
日
か
ら
５
日
に

か
け
247
㎜
の
降
水
量
を
記
録
、

こ
の
豪
雨
に
よ
っ
て
、
初
代
千

代
橋
は
５
日
の
午
後
、
中
央
部

よ
り
落
橋
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
落
橋
は
交
通
、
産
業
、

特
に
住
民
生
活
に
多
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
早
急
に
仮
橋
の
設

置
と
二
代
目
千
代
橋
の
架
橋
が

進
め
ら
れ
、
昭
和
63
年
10
月
に

完
成
し
ま
し
た
。　
　

　

地
元
で
は
千
代
橋
「
ち
よ
ば
し
」

と
呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

(

参
考
文
献
：
桂
史
紀
要
28
号)

し
ろ
さ
と

千

代

橋

50

せ
ん
だ
い
ば
し

ͤ⮬立┦ㄯᨭ᥼ᶵ㛵とは�͐�茨城県⚟♴┦ㄯࢭンࢱ 㸦࣮旧県ᗇෆ�県央⚟♴஦ົᡤ㸧に࠾いてࠊ⌧に⤒῭ⓗにᅔ❓
　　　　　　　　　　　��　している᪉にᑐしࠊ⮬立にྥけたゎỴ⟇をはかる┦ㄯᨭ᥼ᶵ㛵ですࠋ

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた方への特例貸付新型コロナウイルス感染症の影響を受けた方への特例貸付
城里町社会福祉協議会  窓口受付  期間  令和３年11月30日まで

新型コロナウイルス感染症の影響で休業等により生活資金でお悩みの方々に向けて生活福祉資金（緊急小口資金・総合支援資金（生活支援費）」の特例貸付を行っています。
受付期間が、令和３年８月末から令和３年11月末までに再々延長となりました。



広報紙「かざぐるま」は、赤い羽根共同募金助成金で、年４回発行しています。

（５） 令和３年10月　

赤
い
羽
根 

共
同
募
金

　

10
月
１
日
よ
り
全
国
一
斉
に

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」運
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
多
く
の
募
金
は
、
各
小

中
学
校
の
福
祉
教
育
、
災
害
に

係
る
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
社
協
広
報
活
動
、
高
齢
者

支
援
な
ど
の
福
祉
事
業
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
一
人

ひ
と
り
の
思
い
や
り
が
、
城
里

町
の
福
祉
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

11
月
６
日
（
土
）
、
10
時
よ
り

道
の
駅
か
つ
ら
（
特
産
品
直
売
セ

ン
タ
ー
）と
物
産
セ
ン
タ
ー
「
山

桜
」
に
お
い
て
、
街
頭
募
金
活
動

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

桜ノ牧常北校での募金活動

ͤ�࣭ୡᖏ༢఩࡛の㈚௜となり１ࠊୡᖏ࠶たり１ᅇのみのご฼⏝となりますࠋ
　�࣭⏦㎸ᚋࠊⲈ城┴社఍福祉協㆟఍࡛ᑂᰝを⾜いますの࡛ࠊᑂᰝ⤖ᯝによりࠊ㈚௜୙ྍとなるሙྜࡶごࡊい
　�　ますࠋ
　�࣭ᑂᰝの≧ἣによりࠊỴ定ࠊ㏦金ま࡛⣙１ࣨ月⛬ᗘお時㛫がかかりますの࡛ࠊごᐜ㉧願いますࠋ
　�࣭཯社఍ⓗໃ力㸦ᭀ力ᅋ➼㸧は㈚௜ᑐ㇟እとなりますࠋ

問い合わせ先　城里町社会福祉協議会　☎０２９－２８８－７０１３

赤
い
羽
根 

共
同
募
金

城里町社会福祉協議会 茨城県社会福祉協議会
（審査・決定）申

込
み
の
方

送金

申込み 送付
【貸付手続きの流れ】

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた方への特例貸付新型コロナウイルス感染症の影響を受けた方への特例貸付
城里町社会福祉協議会  窓口受付  期間  令和３年11月30日まで

新型コロナウイルス感染症の影響で休業等により生活資金でお悩みの方々に向けて生活福祉資
受付期間が、令和３年８月末から令和３年11月末までに再々延長となりました。
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（６）　令和３年10月

　

寝
た
き
り
や
歩
行
困
難
で
あ

る
在
宅
の
高
齢
者
に
対
し
、
町

内
の
理
容
師
に
よ
る
訪
問
理
美

容
サ
ー
ビ
ス
（
散
髪
）を
実
施
し

て
い
ま
す
。
利
用
者
の
衛
生
的

で
健
康
な
生
活
を
支
援
し
、
家

族
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

利
用
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
満
65

歳
以
上
の
在
宅
の
高
齢
者
で
、

寝
た
き
り
や
歩
行
困
難
等
の
理

由
に
よ
り
、
理
美
容
所
に
行
く

こ
と
が
困
難
な
方
。

事
業
内
容

　

年
４
回
の
訪
問
理
美
容
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

利
用
料

　

１
回
に
つ
き
１
，０
０
０
円

申
込
方
法

　

社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
に
備

え
つ
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

ͤ

こ
の
事
業
は
善
意
銀
行（
皆
様

か
ら
の
寄
付
）に
よ
っ
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

問　題 ヒ  ン  ト 解　　　　答

盲導犬は、どう
して目的地まで
迷わずに行ける
のですか？　　

盲導犬と主人と
の信頼関係に基
づく共同作業で
す。　　　　　

初めての所に行く時、主人は前もって聞くなどして
地図を頭の中に入れてから、自分がどこにいるかを
確認しながら目的地に向かっているようです。盲導
犬の私は、ライト、レフトなど主人からの指示に従
って動くだけです。その際には曲がり角・段差・障
害物などをしっかりと主人に知らせています。　　

横断歩道の横断
はどう　　　　
してま　　　　
すか？　　　　

風の強い時には
　　　　外出を
　　　　あきら
　　　　めるこ
　　　　ともあ
　　　　ります。

音響信号機（青であることを音で知らせる）でない場
合、主人は車が来ないか耳で判断して渡っているよ
うです。風が強いと車の音が分かりづらくて困ると
言ってます。赤なのに渡ろうとして、車にピッピッ
と鳴らされることがよくあるので、正に命がけだと
思います。犬の私には信号の色は分かりません。　

困った時に助け
を求めるポーズ
はありますか？

白杖使用者は白
杖を両手に持っ
て高く挙げます。

特に決まってないようですが、主人は片手を高く挙
げて、「お願いします」とやってます。周りに誰もい
ないのになあと思うこともよくあります。　　　　

外出中での盲導
犬のトイレはど
うしてま　　　
すか？　　　　

決めた時間に食
事をしてます。

主人は私の食餌の質・量・時間について、しっかり
決めています。外出の際は必ず排泄を済ませてから
の出発です。外出先でのトイレは、主人がレジ袋を
お尻に専用ベルトでセットしてくれます。小便の場
合は凝固剤を入れたレジ袋をセットします。小便は
直ぐゼリー状に固まるので処理しやすいと主人は喜
んでいます。赤いハーネスバッグの中にはいつもこ
れらの排便セットが入っています。　　　　　　　
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令和３年10月　（７）

手
話
を
学
ぶ
36

　　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
季
節
の
移
り

変
わ
り
を
実
感
す
る
昨
今
、
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
、
実
り
の
秋
、
食

欲
の
秋…

。

　

今
回
も
都
道
府
県
で
す
。
そ

の
地
域
の
美
味
し
い
物
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
、
や
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

全
国
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
緊

急
事
態
宣
言
が
発
令
と
な
り
ま

し
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
モ
ー

ト
会
議
な
ど
、「
新
し
い
生
活
様

式
」も
少
し
ず
つ
定
着
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
「
人

と
人
の
繋
が
り
」
を
よ
り
大
切

に
感
じ
る
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

例
年
参
加
し
て
い
た
行
事
の

中
止
や
製
品
販
売
の
機
会
・
受

注
作
業
の
減
少
、
町
外
活
動
の

自
粛
、
重
ね
て
猛
暑
で
思
う
よ

う
に
活
動
が
実
施
で
き
な
い
な

ど
、
つ
く
し
の
仲
間
に
と
っ
て

ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
状
況
の
中
で
数
少
な

い
「
繋
が
り
」
の
機
会
で
あ
る
野

菜
の
販
売
が
あ
り
ま
す
。
つ
く

し
の
畑
で
一
生
懸
命
野
菜
を
栽

培
し
、
収
穫
、
そ
し
て
袋
詰
め

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
野
菜
が

完
売
す
る
こ
と
や
町
民
の
方
か

ら
「
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
」と

の
声
か
け
が
何
よ
り
も
仲
間
た

ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が

っ
て
い
ま
す
。

　

人
と
人
と
の
距
離
を
あ
け
な

く
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
日
常

と
な
っ
た
今
、「
つ
く
し
」
の
在

り
方
と
し
て
、
地
域
や
仲
間
の

中
で
自
分
の
役
割
を
大
切
に
し
、

家
以
外
の
も
う
一
つ
の
安
心
で

き
る
居
場
所
を
守
り
、
そ
の
人

ら
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
こ
れ
か

ら
も
働
き
か
け
続
け
て
い
き
た

い
で
す
。

　

今
後
と
も
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
つ
く
し
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
右
の
親
指
と
他
の
指
の
間
を
広
げ
、

お
腹
の
あ
た
り
で
右
に
動
か
し
ま
す
。

36

手
話
を
学
ぶ

都
道
府
県
名
の
表
し
方
⑧

（
香
り
）

　
右
手
の
人
差
し
指
と
中
指
を
伸
ば
し

て
、
指
先
を
鼻
の
穴
に
近
づ
け
ま
す
。

※

こ
の「
徳
」は
徳
川
家
康
の
ひ
げ
を
表
し
て

い
ま
す
。

※

こ
の「
島
」は
左
手
を
陸
に
、
右
手
を
海
に

見
立
て
、海
に
囲
ま
れ
た
陸
を
表
し
て
い
ま
す
。

※

こ
の「
香
り
」は
鼻
で
香
り
を
吸
い
込
む
様

子
を
表
し
て
い
ま
す
。

※

福
岡
県
の
名
産
で
あ
る「
博
多
帯
」の
形
を

表
す
。

※
こ
の「
川
」は
漢
字
の
形
で
す
。

（
徳
）

　
右
手
の
親
指
を
あ
ご
に
つ
け
て
、
人

差
し
指
を
下
ろ
し
ま
す
。

（
島
）

　
わ
ん
曲
さ
せ
た
左
手
に
沿
っ
て
右
手

を
前
方
か
ら
後
方
に
動
か
し
ま
す
。

60

（
山
）

　
右
手
の
手
の
ひ
ら
を
下
に
向
け
て
、

弧
を
描
い
て
山
の
形
に
し
ま
す
。

（
口
）

　
右
手
の
人
差
し
指
で
口
を
丸
く
な
ぞ

り
ま
す
。

誕生会での一コマ

（
川
）

　
右
手
の
人
差
し
指
・
中
指
・
薬
指
を

前
に
倒
し
て
下
し
ま
す
。

（すぐに使える手話辞典６０００より引用）
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歳末たすけあい見舞金助成事業

　

９
月
26
日
（
日
）
、
那
珂
西
３

区
、
梅
の
杜
団
地
（
梅
の
杜
那
珂

西
自
治
会
）
の
方
々
と
区
長
、
区

長
代
理
が
参
加
し
、
災
害
時
の

避
難
道
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
10
月
に
発
生
し
た

台
風
19
号
は
、
梅
の
杜
団
地
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
前
を
流
れ
る
西
田
川
が
氾

濫
し
、
住
宅
は
す
べ
て
床
上
浸

水
に
な
り
ま
し
た
。
住
人
の
方

に
よ
る
と
、
２
階
へ
避
難
し
て

い
た
時
、
消
防
の
方
が
ボ
ー
ト

で
救
助
に
来
て
く
れ
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
ど
こ
へ
逃
げ
て
い

い
か
分
か
ら
ず
、
団
地
の
裏
に

あ
る
急
な
斜
面
を
よ
じ
登
っ
た

方
も
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
那
珂
西
３
区
、
区
長
で

あ
る
須
藤
修
一
さ
ん
が
、
団
地

と
那
珂
西
３
区
公
民
館
を
通
る

町
道
を
避
難
道
と
し
て
整
備
し

よ
う
と
立
案
し
ま
し
た
。
整
備

す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
方
が

多
数
参
加
し
、
多
く
の
労
力
を

必
要
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、

定
期
的
に
地
域
の
方
々
で
、
草

刈
、
伐
採
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

台
風
19
号
か
ら
２
年
が
経
過

し
、
改
め
て
避
難
道
を
確
認
し

よ
う
と
団
地
の
方
々
が
集
ま
り
、

様
々
な
思
い
を
胸
に
避
難
道
を

　
　
　

歩
き
ま
し
た
。
参
加
し

　
　
　

た
方
は
、「
迅
速
な
非
難

　
　
　

を
す
る
た
め
に
は
、
動

　
　
　

線
が
分
か
っ
て
い
な
い

　
　
　

と
い
け
な
い
と
思
う
」と

　
　
　

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

常
に
災
害
に
対
し
て

　
　
　

の
備
え
を
し
て
お
く
こ

　
　
　

と
が
大
切
で
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ

ま
し
た
。
誰
も
が
長
い
間
、
三

密
対
策
を
考
え
な
が
ら
不
自
由

な
日
々
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
「
か
ざ
ぐ
る
ま
」
の
発
行

に
も
、
行
事
、
催
し
物
の
延
期

や
中
止
、
対
人
と
の
接
触
の
制

限
な
ど
が
あ
り
、
取
材
で
き
な

い
、
記
事
が
書
け
な
い
な
ど
の

難
し
さ
に
直
面
し
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
工
夫
を
重
ね
発
行
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
、
良
か
っ
た
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

60
36

50

整備された避難道の確認

●
表
紙

●
金
婚
式

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　
影
響
を
受
け
た
方
へ
の
特
例
貸
付

●
し
ろ
さ
と

●
赤
い
羽
根
共
同
募
金

●
盲
導
犬
カ
ー
ル
先
生
の

　
お
仕
事
ク
イ
ズ
わ
カ
ー
ル
か
な
？

●
社
協
の
事
業
　

●
手
話
を
学
ぶ

●
つ
く
し
の
四
季

●
災
害
に
備
え
て

●
歳
末
た
す
け
あ
い
見
舞
金
助
成
事
業

●
目
次
・
編
集
後
記

歳末たすけあい見舞金助成事業
　住民の皆様より集められた歳末たすけあい募金から、低所得で支援を要する世帯に対して、歳末見舞金
を助成します。
【対象条件】
　世帯全員が町民税非課税であり、申請時に１年以上住民登録をしている方で、
下記のア～オのいずれかに該当する世帯。
　　ア、独居高齢者世帯（令和３年10月１日現在 ６６歳以上の方）
　　イ、介護区分が要介護４又は５の区分に該当し、住宅介護を受けている方（施設入所は不可）
　　ウ、重度心身障害者世帯
　　　　①身体障害者１級　②療育手帳Ａ又　　③精神障害保健福祉手帳１級を取得している方
　　エ、母子・父子世帯（１８歳以下の子を養育）
　　オ、準要保護世帯　
【申請方法】
　歳末たすけあい見舞金助成申請書（社会福祉協議会に設置）、介護保険証のコピー（イに該当のみ）、障害
者手帳のコピー（ウに該当のみ）を城里町社会福祉協議会へ提出してください。　
【申請期間】
　１０月１５日（金）から１１月19日（金）　土・日・祝日は除く
　お問合せ　　城里町社会福祉協議会　☎０２９－２８８－７０１３

氾濫時の様子


